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杉本　 ヨーロッパの民 俗学 ・民 族学博物館

ヨーロッパの民俗学 ・

　　　　　　　民族学博物館

一一一一一一1978年 夏 の 訪 問 記 録 か ら

杉 本 尚 次*

　1.は じ め に

　1978年7月2日 ～8月31日,ヨ ーロツ

パの伝統的民家研究のため,野 外博物館

を巡検 した。その間を利用 して,民 族学

や民俗学関係の博物館を約30余,急 ぎ足

でまわった。したがってこの訪問記は,

一般観客として博物館の展示場を通覧 し

た形となっている場合が多い。なお巡検

した野外博物館については別に報告する

ので,名 称と所在地を示す程度にとどめ

る。ただ野外博物館でも,そ の中に独立

した展示館などをもつものについては,

その特色などにふれている。

　交通機関としては鉄道を利用すること

が多 く,車 窓からの諸景観なども加えて

紀行文風なものになっている。順序はほ

ぼ巡検のコースにしたがっている。

　2.パ リ～ ハ ン ブル ク

　 7月2日 成田を発ち,モ スクワ経由で

パ リに到着。パ リでは1971年 の訪問の時

に トロカデロの人類博物館をみたので,

今回はブローニュの森にある 「国立民芸

*国 立民族学博物館第4研 究部

民間伝承博物館」 を訪 ねる。肌寒 い小雨

の中,広 々としたブ ローニュの森を歩 く。

1972年 に開館 した地上9階(地 下2階)

の モダ ンな建物。 エン トランスホール に

案 内所 と売店があ り,専 門書 も並べてい

る。展示場 は1階 と地下1階 。 エ ン トラ

ンスホールの左側は特展会場,右 側 は文

化展示場 に な って いる。 展 示 テーマ は

「宇 宙」 と 「社会」の二 つで,各 々小 テ

ーマ(例 えば 「環境 と歴史」「技術」「慣

習」 「社会組織」……)に 分かれ る。 文

化人 類学者 レヴ ィ ・ス トロースが この博

物館の展示 にかかわ ってい るとい う。

　地 図による解説 も多 く,情 報パネルは

かな り詳 しい。ス ライ ドによる解説 もあ

る。村の鍛冶屋 を復元 した もの もあ り,

そ こで は録音テープで音 や職人の声を流

した りしている。

　 地下1階 は学術展示場。入 口に展 示の

概要を示す大パ ネルが ある。大 型のガ ラ

スケースなどを用 い,各 種の鎌,斧,黎

な ど農具類 牛馬の範,木 箱,ぶ ど う酒

樽,民 族 衣装等 々,農 村の生活 に関す る

「もの」がよ く整理 されている。 この展

示場の両側 に約2m四 方の小部屋(ブ ー

ス)が40余 あ り,カ ラース ライ ド,映 画

で各種 の民族資料をみ ることができる。

新 しい展示方法だが,わ が民博 のビデ オ

テー クのよ うに500余 の 番組の中か ら観

客が自由に選べ るのではな く,各 ブース

ごとに項 目が提示 して ある。 しか も40%

くらい閉鎖 中だ った。 どうも故 障 らしい。

民博 ビデ オテークの原初形態とみてよい

だ ろう。一方,フ ラ ンスを中心 とした ヨ

ーuッ パの民族資料収蔵数 は40万 点 とい

われ,そ の うち1.5万 点 が展示 され てお
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図1　 民俗 学 ・民族 学 博 物 館 と訪 問 コー ス(1978)

り,実 に豊富な資料 の集積があ る。

　 A・ チ ッペ リウス著 の 『ヨーuッ パ野

外博物館ハ ン ドブ ック』 によると,フ ラ

ンスには農家な どを移築 した農村文化の

野外博物館 はないが,こ の博物館が,そ

の代役を果 しているよ うである。

　パ リ北駅か らアムステルダ ム行急行で

ブ リュ ッセルへ。列車 は20分 余で田園地

帯 に出る。 なだ らかな起伏 のある地形。

石を基礎 に した煉 瓦造 りの農家,穀 倉,

家 畜舎が多 い。

　 国境通過 はパス ポー トチェ ックのみ。

2時 間半でブ リュッセル着。友人の鎌田

氏宅に荷物を預けて軽装で各地をめぐる

ことになる。ブ リュッセルは丘陵から低

地へ移る地帯にあるため起伏の多い町と

なっている。旧市内の中心グラン・プラ

スは石畳みの広場。ゴシックやバロック

様式の市庁舎やギル ドハゥスに囲まれ,

歴史の厚みを感 じる都市景観。これに対

して ビジネス街の ビルやEC本 部の建

物が近代都市景観を代表 している。都心

部をぬけると大きなソワーニュの森に入

る。閑静な雰囲気。霧でもかかると不気
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写真1　 旧市内の中心グラン・プラス(ブ リュッセル)

味 だという。緑の豊 か さは ヨーロ ッパ都

市の特色。 この森 を出はずれた テル ビュ

ー レンに 「王立 中央 アフ リカ博物館」が

ある。 この辺 りは,も と狩猟場で,ブ ラ

バ ン ト公の城な どがあ った り,王 室 とゆ

か りの深い土地 だ った。立派 な石造の建

物 で,28mの 高 さを もつ大ホールで両翼

がつ なが り,中 庭を囲む形 にな ってい る。

　海外博物館 と して1898年 に スター トし

たが,現 在の建物 はフランスの建築家に

よ って設計 され,191Q年 に完成 した もの

である。博物館 に続 く庭園が美 しく,環

境との調和 がすば らしい。

　 展示は民族学 と自然史に大別 されるが,

民族学 関係 の展示を中心にみる。地域的

には,ザ イール(旧 ベルギー領 コンゴ)

の ものが多 く,部 族別 に陳列 されている。

隣接 のカメルー ン,ナ イジェ リア,ガ ー

ナ,象 牙海岸 などギ ニア湾岸 か ら,内 陸

のマ リの ドゴン族,オ ー トボル タのクル

ンバ族な どに もおよんでい る。オセアニ

ア(と くにメラネ シア)の もの も少 しあ

る。ガラスケースを用いたオーソドック

スな展示だが,仮 面,楯 をはじめ母子像,

宝貝を使 った台座,楽 器等々,豊 富なコ

レクションに圧倒され,ア フリカ人の造

形のエネルギーが迫ってくるようであっ

た6か つてコンゴ博物館とよばれた時代

もあり,植 民地支配時代に収集 したもの

がかなりの部分を占めているようだ。

　民族資料のほかに熱帯アフリカの農林

業生産に関する展示,ザ イール産の昆虫

類や世界的にも有名な鉱物の展示が充実

しており,印 象に残っている。

　ブ リュッセルからアムステルダム経由

で雨の中をアルンヘム到着。 「オランダ

野外博物館」の館長自らの出迎えに恐縮

する。アルンヘムの町を出はずれたブナ

と柏の森の中に野外博物館がある。この

野外博物館は1918年 に開館し,現 在国立

博物館の分館となっている。館長室です

ばらしく大きな新 しいシステムの民博に

大変興味をもっていること,こ れからの

発展を期待 していると言われる。民家の
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話,特 に日本の民家やその保存のことな

どについて話す。

　雨の中を子供の団体をはじめ多くの人

々が来訪 している。毎日3千 人近い入場

者がある。車で広い44haの 野外博物館

をまわる。一棟に居室,広 土間,家 畜舎

が集まった低地ザクセ ン風の民家や,大

型のフリース型民家などが多 く,水 路を

とりいれて低湿地の景観を復元 したりし

ている。風車 も数種ある。水車動力によ

る農村の製紙工場,織 物など作業風景も

みせる。オランダ各地の民俗衣装や,農

具の展示棟があり,移 築農家の室内をう

まく利用している。古い農具とその背後

に現在の農具の写真パネルがあり,比 較

できるよう配慮 している。豚,馬,鶏 な

ども飼っていて,生 きた農村生活の再現

をはかっている。オランダの伝統的農村

生活の姿をみるには絶好の野外博物館で

ある。

　 アルンヘムから北上 して,ヘ ンゲ ロ方

面へ。車窓からは博物館でみたのと同 じ

草葺民家が数多 くみえ る。北部 オ ランダ

にはかな り草葺民家が残 っているよ うだ。

ヘ ンゲ ロか ら ドイッ車輌のブ ラウ ンシュ

バイ ヒ行 に乗 る。

　西 ドイツに入 り,オ スナブ リュ ックに

一泊 し
,翌 朝 ニーダ ーザ クセ ン州西部の

坦 々とした平原 を走 る。78年 夏の ヨー一・u

ッパは涼 しく,列 車 にはスチームが入 っ

て恥る。地方町 クロ ッペ ンブルクにある

「野外村落博物館」で調査をす る。

　 ブ レーメ ンはウ ェーゼル川の河港都市。

ウェーゼル川 と波状の水濠の聞が旧市街

とな っている。水濠の辺 りは緑地 とな り,

風 車 もみえ る。 豊富な 民族資料 を もつ

「海外博物館」 は大改造中で休館 であっ

た。マルク トプラ ッツを市庁舎や教会 な

どが とりま く。 旧市内 はハ ンザ都市 の面

影を偲ばせ る石造や煉瓦造 りの町並 み。

観光客で あふれてい る。

　 ハ ンブル クで は,南 郊 にある 「キーケ

ベルク野外博物館」 と北郊の 「ハ ンブル

ク民俗村 」や,フ ッスムの 市中 に あ る

写真2　 ハ ン ブル ク民 族 学 博 物 館
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「オステン フェル ド民家野外博物館」な

どを め ぐった。いずれ も広土間を もち,

居室,家 畜舎,倉 庫を一 棟に集 めた北 ド

イ ッ特有の単一家屋(低 ザクセ ン型)が

展示 されて いた。

　 「ハンブル ク民族学博物館 」はアル ス

ター湖 に近 い静 かな場所にある。 中庭を

もつ煉瓦 と石造 の堂 々たる建物で,展 示

場 は1・2階 にある。 この博物館 は1850

年 頃 か ら準備が は じま り,ハ ンブルク ・

ハ ンザ都市評議会 を中核 と した募金 など

によって1879年 開館 してい る。大貿易港

ハ ンブル クの世界 的な商業活動を通 じて,

ア フ リカや南太平洋 の ドイッ植民地 で活

動 した商人や船 長,植 民地官吏,探 検家

たちか ら多 くの資料が もた らされた。付

属研究所 も作 られ,1908-10年 北 メラネ

シア,ミ クロネシアの調査研究 も行われ,

収集品 を充実 させた とい う。戦後 も収集

活 動は続 けてい る。ゆ った りした エン ト

ランスホール には売店があ り,研 究所の

出版物 などを数多 く並べ ている。 まずア

フ リカ展示。西 アフ リカやザイールな ど

各地の弓,木 彫,楽 器等 々豊富な資料に

圧倒される。写真パ ネルによる解説 も加

わ る。ブ ッシュマ ンの民族資料が珍 しい。

　 エジプ トの ミイ ラ関係の展示 コーナー

もある。2階 には特展会場が あり,中 国

の レース,書 道関係,陶 器類 などが出て

いた。2階 の常設展示場 は南米,北 米 と

続 く。 ガ ラスケースを使 った展示が主 だ

が,写 真パ ネルを用いた解説 もある。

　 ア ジアは中国,日 本など,そ れぞれ コ

ー ナーを もつ。 日本展示は座敷で茶をた

て る情景を示 した大型 レプ リカ。東南 ア

ジア,イ ン ド,ネ パール と続 く。東南 ア

ジアで は,イ ン ドネ シアのスマ トラ,ア

ンダマ ン諸島,ニ コバル諸島な どの もの

が揃 って いる。円形高床住居の写真 も貴

重だ。 オセアニアは広いスペースを 占め

ている。大 きな ドーム状の展示場 は天 井

が高 く,メ ラネシアの シアシ諸 島の大 カ

ヌー,パ プア ・ニューギニ アのマプ リッ

クの大神像 など空間を充分 に生 か してい

る。小型 だがカヌーが数隻壁面に三 つず

つ立体的に展示 されてい るの もす ごく迫

力がある。

　 ポ リネシア展示場 はマオ リの集会 所な

どを中心 としているが,改 造中で残念だ

った。

　南太平洋の仮面 の コーナーは印象的で

ある。 イ リアン ・ジャヤの ミミカ,ア ス

マ ッ ト。パ プア ・ニ ューギニァのセ ピッ

ク川流域,ビ スマー ク諸島,パ プア湾岸,

ブーゲ ンビル 島。 トレス海峡,ニ ューヘ

ブ リデス,ニ ューカ レ ドニア北部 など主

としてメ ラネ シアの仮面が集め られて い

る。

　 展示場は暗室で,辛 客のたびに職員 が

ボタンを押す と,無 気味な民族音楽が流

れ,暗 闇の中の立体的 に並べた仮 面にス

ポ ッ トライ トがあた り,ま さにお どろお

どう しい感 じを出 して いる。古い展示法

と共 に新 しい方 式の導 入 も試みてい る。

当館 の出版物,民 族学 入門 シリーズ19と

して,各 仮面の詳細な解説 を したH.テ

イ ッシュナーの 「南海の仮面」が 出てい

る。

　 1階 へ おりると,ソ 連展示。 シベ リア

諸民族文化の展示が多い。革命 の歴史 な

どもパネルで解説 してい る。中央 アジア,

トル コ,西 アジアで は じゅうたんが目立

つ。 ドーム状 の展示場を利用 して中央 ア

ジア遊牧 民の移動式住居ユル ト(円 形平

面)が お さま っている。

　 この博物館の民族資料 は膨大で,ほ ぼ
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世界全域を包括している。特にオセァニ

アやアフリカの民族資料が豊富なのは,

独自の探検調査や植民地支配時代の収集,

研究スタッフの努力も大きい。大港市ハ

ンブルクの繁栄時代とも結びついている

ように思われる。

3。 北 欧諸 国へ

　プ ッツガルテンから連絡船で約50分,

デ ンマークに入る。みごとな散村景観が

車窓に展開する。コペンハーゲ ンは前回,

国立博物館や郊外 リングビイの野外博物

館をみているので今回は素通りし,連 絡

船でスウェーデ ンへ。水中翼船なら40分

位だが,連 絡船は一時間半かけてゆっく

り進む。観光的要素 も強いが,船 には免

税店があり,物 価高の北欧では買物 目的

の人達がこの船をよく利用 している。小

雨に煙るスウェーデン南部の港町マルメ

ーに着き,す ぐにルンドに向う。

　ル ンドには,古 い大学があり,木 骨構

造(ハ ーフチンバー)と 煉瓦造 りの古い

町並みが残っている。駅から10分ほど歩

くと小公園に面 した 「ルン ド文化史博物

館」がみえてくる。

　 この博物館は1891年 に開館したという

か ら,ス カンセンと同じ年だ。南部スウ

ェーデン(特 にスコーネ地方)の 収集品

が中軸になっている。1890年 以降に発掘

した考古学資料,武 器のコレクション,

織物,ス コーネ地方の民俗衣装,ガ ラス

器のコレクションがよく整備されている。

別棟の大きな旧家畜舎には,階 下に農村

地帯の荷馬車類,2階 に木造農家の屋内

部分展示がある。道路をへだてた一区画

は町家 と農家の野外博物館で,屋 内に陶

器類,鍛 冶屋の道具類などを展示 した建

物もある。1652年 に建った木造,木 片
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(こ け ら葺)の 壁面を もつ古びた教会 は,

ス メー ラン ド地方 か ら移築 した もの。丁

度結婚式が終 ったと ころで,新 カ ップル

を囲んで人々が集 っている。木 々の緑 と

赤茶色の教会 とい った地味 な色調に華や

かさをそえていた。

　 マルメーを出た列車は,南 ス ウェーデ

ンの農業地帯 スコー ネ平原を走 る。平坦

だが,ル ン ドを過 ぎて漸 くする と少 し起

伏がでて くる。集落 は散村状で,中 庭 を

棟続 きの建物 がと り囲んだ大型農家 もみ

える。 しか しスカ ンセ ンに移築 してある

ような草葺 は少 な く,大 半 は瓦葺 にな っ

て いる。木造家屋 は赤茶色 に塗 ってあ り,

窓 枠 などを 白 く塗 っている。牧場 と麦畑,

石 積 みのフェ ンスもある。 アル ベスタ辺

りか ら湖 も多 くな り,針 葉樹林が 目立 っ

て くる。小丘の上に小村落が立地 してい

るが,氷 堆石 の丘か もしれない。 マル メ

ーか ら6時 間半余,近 郊地帯 か ら美 しい

入江,岩 盤 の上 にの る市街地,市 庁舎の

塔がみえる。 ス トックホル ムの発祥地 ガ

ム ラ ・ス タン辺 りもみえ,石 造 の建物が

貫録を示 している。

　 ス トックホルムでは,世 界で最初に開

館 した野外博物館 「スカンセン」や 「北

方博物館」を再訪 し,旧 市街ガ ムラ ・ス

タ ンを まわ った。

　 ス トックホル ムか ら北西へ列車で5時

間,木 造家屋の豊庫 といわれるダー ラナ

地方へ 向 う。 ス トックホルムを出て1時

間余,山 地に さしかかる。縦,白 樺 などの

混交林。 スカ ンセ ンでみたの と同 じ木造

家屋が 目につ きはじめ る。丸太組積造 り

　 (校倉造 り)が 多い。 レークサ ン ドは祭

りな どで名高 い町。木材の集積場で はス

プ リンクラーが活動 している。大 きなシ

リヤン湖に沿 って進む。五月柱(マ イス
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トンガ)の 小型のものを庭先に立ててい

る農家もある。夏至祭の前日に豊穣を祈

って白樺などの木を美 しく飾り,広 場や

庭先に立て,一 年間そのままにしておく

習俗は,と くにダーラナ地方によく残 っ

ている。

　ムーラは,ス ウェーデンの代表的画家

アンダーシ・ツォーンの生れた町で,こ

れを記念 した絵画を中心とした 「ッォー

ン博物館」,「ッォーンの家」,「ツォーン

野外博物館」がある。野外博物館は町並

みを少 しはずれた緩やかなシリヤン湖畔

のスロープにあり,ダ ーラナ地方の古い

民家を集めている。主要家屋には生活用

具類も多く展示 してある。大きな五月柱

が立っている。木の香 りが漂う中で調査

を進めた。

　 ウプサラは古い大学都市として知られ

ている。美しい教会の尖塔は15世紀の建

築といわれ,北 欧最大級のもの。北郊に

あるガムラ・ウプサラは三つの円丘があ

り,ウ プサラ発祥の地で13世紀までスウ

エーデン王の居住地だった。現在この一

画に規模は小さいがよくまとまった 「ウ

ブサラ野外博物館」がある。

　赤茶色に塗った木造組積造り(丸 太よ

り角材が多い)の 民家が3群 。主屋と付

属建物が中庭をとり囲むようにして建っ

ている。その他風車もある。この野外博

物館の職員は,若 いケーツホルム女史を

チーフに3人 いるが,こ れに機織 りなど

実演をする人が加わる。犂類をはじめと

する農具,木 箱やバターつ くりの桶など

生活用具類 も多く,貯蔵庫には乾魚,ソ ー

セージなどがぶらさが り,特 有の臭いが

漂っている。生活感を出そうとしている

のであろう。ウプサラの伝統的年中行事

もこの野外博物館で催すとい う。4月 か

ら9月 まで開館しており,職 員は冬季は

町にあるウップランド博物館に戻る。少

人数だが,熱 意あふれる人達で民家を保

存し,研 究 している姿は実に心強かった。

　 ス トックホルムか ら純白のスマー トな

スベア ・コロナ号でヘルシンキに向う。

写真3　 ウプサラ野外博物館の木造組積造り(校倉式)民 家
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写真4　 カレリア地方の丸太組積造り民家(セ ウラッサーリ野外博物館)

夕方6時 出帆,小 島の多い氷食の入江を

航行 し,外 海へ出るまで2時 間近 くかか

る。翌朝時計を1時 間進める。ヘルシン

キ港から丘の上の古風な教会が望まれる。

岩盤の露出が目立つ。

　ヘルシンキでは,日 程の関係で 「セウ

ラッサーリ野外博物館」の調査に集中す

る。

　サーリは島の意だが,緑 深い島全体が

公園となり,そ の一部分が野外博物館と

なっている。可憐な白い橋を渡る。木造

丸太(角 材)組 積造り(校 倉式)の 民家

や倉庫が白樺林の中にみえる。橋畔に大

きな五月柱が立っている。五月柱を立て

る習俗は南部フィンランドにもあるが,

スゥェーデ ンの文化的影響である。フィ

ンランド全土から代表的な民家や風車,

教会などが集められている。フィンラン

ド特有の毛足の長いじゅうたん(リ ュイ

ユ織 り)や 民具を展示 した棟もある。カ

レリア地方(現 在ソ連領域)の 農家は大

きく,素 朴な丸太組積造りである。

　静寂そのもののセウラッサー リも夏至

祭には大変な入出になる。

　この野外博物館は国立博物館の一部門

になっている。調査に協力 して頂いたア

イロネン女史などは夏季25人 の ガイ ド

(大半大学生のアルバイト)と 共に大童

であった。ガイ ドはフィン語,ス ウェー

デ ン語,英 語,独 語の四種類があるのも

興味深かった。自然のすば らしい環境と

その活用,す でに70年の歴史をもつ野外

博物館である。

　ヘルシンキから753　km北 上したオウ

ルは,フ ィンランド中北部最大の都市で

ある。車窓からの景観は単調だが,タ ン

ペレ周辺はまさに森と氷河湖。沿線付近

の牧草地では乾草刈 り風景。丸太組積造

りの乾草小屋がまだ相当残っている。こ

の小屋はスウェーデン中北部にかけて分

布 している。

　オウルではオゥル川 を15km遡 江 し

た川中島にある 「ツルカンサーレン野外

博物館」を訪ねる。針葉樹の森を歩いた
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が猛烈 な蚊の襲来に悩まされ る。近 くに

いた老夫婦が教えて くれた木の枝で追払

いつつ進む。野 外 博 物 館 の あ る川中島

は15--6世 紀 市場 と漁村だ った という。

1961年 に開館 してい る。木造の古 い教会,

木 造丸太(角 材少 し)組 積 造 りの民家,

小 屋,サ ウナ,風 車な ど,い ず れ もオウ

ル川流域 の ものを集 めている。家族 つれ,

若 いカ ップルなどが夏の午後のひととき

を楽 しんでいる。二人の老バイオ リン弾

きが民謡を奏で る。陶器づ くり,靴 づ く

りな ども一 つの建物で演 じている。帰路

は船でオ ウルの町へ。川の両岸 の風景 が

すば らしく牧歌 的であった。 この涼 しい

中を短い夏を惜 しむ かの ように泳いでい

る人達 に驚 く。

　 オウルか らボスニア湾の最奥部をまわ

って トル ニー ヨ川を渡 る。 ここが フィン

ラン ドとスウェーデ ン国境。パス ポー ト

検査 も何 もない。ただ時間を1時 間遅 ら

せ る。

　 峡湾(フ ィ ヨル ド)地 形をみ るた めボ

デ ンか ら北上す る。山々は高原状で,日

本の山のように急峻ではない。 白樺,松

な どの樹林 がやや低 くな って いる。湖 も

ところど ころ。やがて北極 圏に入 る。北

緯66度30分 の標示板があ り,列 車 は この

付近のみス ピー ドを落 してサー ビス。湿

原が多 くな り,白 い花が咲 き乱 れる。 エ

リバ レは 山 間の 鉄鉱山町。 標高500m

辺 り湿地の連続。奇怪 な山 はキルナ鉄鉱

山であ る。 ここに一泊 したが,白 夜で午

前1時 で も鉄鉱山や引込線がは っきり眺

め られ る。1885年 か ら鉄鉱石 の採掘 がは

じま り,高 品位 の鉄鉱石 とて,今 世紀 に

入 って急激に発展 した町(人 口3万 人)

で ある。「真夜 中に太 陽 を み る」 ッアー

や鉄鉱 山見学な ど観光客 の誘致 も熱心だ。

郊外にラップの民族資料を集めた小野外

博物館がある。

　気温12～3度 。キルナか ら1時 間余,

大きな氷河湖がみえはじめる。周辺の山

々は高原状で1,000m級,い ずれも激し

い氷食をうけた地形である。1時 間近 く

湖畔を走る。山腹に残雪。遠い山は白銀

に輝いている。湖がきれると全 く高原の

岩山の連続,岩 肌が灰色がかって冷たい

感じを与える。登山をする人達が下車す

る。なだらかな高原をのぼりきる辺 りが

国境で,ノ ルウェーに入る。

　まもなく景観が一変する。ほぼ垂直に

落ち込んだ氷食谷の物凄さ,支 谷の急爆

(懸谷)。 やがて谷が少 し開け,フ ィヨル

ド最奥の小平地がみえ,典 型的なフィヨ

ル ド地形が展開 して くる。峡湾に落ち込

む谷壁の中腹を列車は下って行 く。防雪

トンネルが多い。

　終着駅ナルビクは町の上部にある。住

宅地が山腹にのび,カ ラフル。 この鉄道

はキルナの鉄鉱石を不凍港ナルビクへ搬

出するために敷設 したものだった。貨物

専用線路は海岸までのびて船積みできる

ようになっている。

　 ナルビクからボデ ンに引返 し,強 行軍

だが夜行列車で南下する。翌朝ブラッケ

で乗 りかえ,イ ェム トランド州の中心都

市エステルズンドにある 「イェム トラン

ド野外博物館」を調査する。

　 国境の町ス トール リェンからバスで再

びノルウェーに入り,大 きく開いたフィ

ヨル ド沿岸に位置する トロンハイムに至

る。

　 「トロンハイム民俗博物館」は市の西

部丘陵地帯にある。ノルウェー中部の民

家を60余棟移築 している。民具類なども

2万 点ほど所蔵 している。館長ア リスビ
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写真5　 古 い 木 造 倉 庫 群(ト ロンハイム)

ック氏と助手2人 が正職員で,3人 の補

助員とガイ ド6～8人 。夏季は来客が多

く,特 にフィヨル ド巡航の観光船の入港

時は賑う。城趾の高台か らトロンハイム

の町が遠望できる。中部ノルウェー各地

の代表的民家を中心に調査を進める。 ト

ロンハイム旧市街の町家も4棟 移 して小

町並みも作 っている。敷地内の農地にオ
ー ト麦などを栽培 しているが,近 くの農

民に土地を貸 しているという。地形に変

化のある環境がすば らしい。

　オスロ行き急行列車はトロンハイムの

町を ぐるりとめぐり,河 岸段丘,海 岸の

入江,変 化に富んだ地形。 農家や倉庫

(ロ フト),主 屋 と付属建物3～4棟 が中

庭を囲んだような型 も多い。す ぐ山地に

かかる。ところどころ屋根に白樺の皮を

敷き草を植えた古風な民家がみえる。残

雪のある岩山,丸 味をおび,氷 食のあと

が明 らかに認められる。分水界近い高原

を過ぎる。 ドンボース付近はまるでスイ

スのような美しい景観。 このあとリレー

ハ ーマまで,U字 谷 と斜面 の村 々,木 造

丸太組積造 りの民家に混 って新 しいカ ラ

フル な住宅,古 い純木造 のスターブ式教

会 もみえる。斜面 の土地利用 も面 白い。

　 トロンハ イム　　 リレーハ ーマ間は ヨ

ー ロッパ の車窓景観で は1-2を 争 うす

ば らしい コースである。

　 リレーハ ーマの町の背後 は急坂で,町

全体が湖畔の傾斜地 に立地 してい る。住

宅街をぬ けると緑のス ロープ,近 代的な

展示館がみえ,背 後の森 が 野 外 博 物 館

「サ ン ドヴィック ・サム リンガ ー ・マイ

ハーゲ ン」。館長 のフ ァー レン=セ ンドス

タ ット博士 に会 う。 日本 の民家写真など

を贈 る。館の成立 ち,ノ ル ウェーで も近

年古 い ものが失われてお り,文 化財保存

が急務で あることなど次 々と話 され る。

　 創設者 は歯科医師のア ンダー ・サ ン ド

ヴ ィックで,彼 は転地療養 に来てそのま

ま住みつ いた。そ して リレーハ ーマやそ

の周辺(オ ップラン ド地方)を 歩 き,産

業革命 や工業化 などのため伝統的生活の
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写真6　 屋内で糸繰り作業(リ レーハーマ野外博物館)

変化や農村文化の減少を憂い,民 具収集

や民家を集め,1904年 に開館 した。現在

39haの 面積で110棟 の建物が集ってい

る。この野外博物館の特色は,ま ず自然

環境の良さ。一地域(オ ップランド)の

民家を集めているので,そ の発達過程や

系統などを理解 しやすいし,地 域内での

バラエティを確認することも可能だと云

う。

　今は州からの補助もあるが,イ ンフレ

で財政は苦しいらしい。オップランド地

方の伝統的コスチュームを着た女性がガ

イ ドして くれる。丸太組積造 り(校倉式)

が主だが,ロ フト(倉 庫,2階 建がふつ

う)や 納屋など付属の建物が多い。主屋

は寝室,居 間(台 所),玄 関の3室 が基

本である。居間の壁や天井を花模様など

で彩色 した家もある。

　純木造で束や梁式のスターブ式教会も

ある。数棟の建物で機織 りなど作業風景

もみせている。現在町家を数棟移築中で

あった。

　野外は一地方 のものを集めてい るが,

新 築の展示館 はノル ウェー全土か ら集 め

た機,木 箱(長 持),じ ゅ うたん,民 俗

衣装,銀 やガ ラス製 品な どの コレクショ

ン展示があ る。

　傘造 り工房,馬 具,毛 皮商,鍛 冶屋,

印刷製本工房,銀 細工,タ バ コ ・パ イプ

造 り,木 靴造 り,車 大工,時 計屋 などの

作業場や店を復元 した ものが多 く,実 に

すば らしい。特展場では ヨー ロッパ諸 国

の陶器類 などが展示 されていた。

　 北欧では大型 の博物館の一つである。

　馴 鹿の肉の煮込み料理な どを御馳走に

なった り,心 暖 まる歓待を うけ,能 率よ

く調査を進める ことがで きた。

　 オ スロか ら再 び夜行列車の強行軍で コ

ペンハーゲ ン経 由,フ ェ リーで フユー ン

島に渡 り,オ デ ンセに着 く。 ア ンデルセ

ンの生地 と古い町並 みが残 っていて観光

客 が多 い。デ ンマー クには,オ ーフスや

オデ ンセなど木骨構 造の美 しい町家が残

っている都市が多い。
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　 旧市街を通り近郊住宅地に接した森に

「フユーン村野外博物館」がある。

　 フユーン島各地か ら集めた草葺の木骨

構造の民家が多 く,壁 を白や赤色で塗 っ

たものもある。建物が棟続きで中庭を囲

んだもの(デ ンマークに多い)や,L字

型など多様で,ス カ ンジナビアの民家型

式とは異なっている。風車はどの野外博

物館にもみ られる。

　 ユ トランド半島では,ラ ンダースか ら

ローカル線で農村地帯を進み,ビ ンデ ラ

ップで下車。無人駅とて,車 掌が電話で

タクシーをよんで くれたので大助かり。

しかし列車は数分遅れた模様。 「ヤール

・へ一デ野外博物館」は大変不便なとこ

ろにある。殆ど車か団体バスでやって く

る。この野外博物館は,伝 統的農村生活

の展示を主としているが,歴 史(先 史)

村と森林博物館が加わっている。先史村

のところでは,例 えば石器時代の服装を

したアルバイ トの学生が実演 ・解説をし

ている。ヤール ・ヘーデは不毛の砂丘地

帯を利用 したもので,全 く自然の中にあ

り,農 牧林業を営む生きた姿をみせよう

としている。

　ス トイアからユ トラン ド半島を斜断し,

フレデ リシアからハ ンブルクに向う。北

欧では車内で屡々,米 人の旅行老と同室

だったが,殆 ど円高 ドル安が話題となっ

た。一人 だけ野 球 ファンがいて 「王の

800号 はもう出たか」 と質問していたの

が印象に残る。

4.西 ドイ ツ各地 をめ ぐる

　ハンブルクで友人の大阪市立大学地理

学教室の中村泰三氏 と合流 し,再 び西 ド

イツ各地をめぐる。

　 リューネブルクはハンブルクから40分
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余。ヨハネス教会の尖塔がみえ,エ ルベ

の支流が町の中央部を流れる。川畔に古

いクレーンが残っている。中世まで遡る

古い歴史をもち,岩 塩の埋蔵と取引きで

栄えた町である。戦火を免れたため,木

骨構造(フ ァッファベルク)で その間を

煉瓦の化粧積みにした古い町家が残って

いる。

　 リューネブルクから国鉄バスで東独国

境に近いルチョウに向う。アウ トバー ン

を走る。低ザクセン東部の平原。牧場,

オー ト麦,大 麦,甜 菜,馬 鈴薯畑がひろ

がる。妻入で半寄棟の屋根をもつ低ザク

セン型の農家,壁 面は木組の間に煉瓦を

積んだものが多い。入口上部に建築年代

など文字を刻んだ農家,妻 側の棟飾 りを

もつ家々。ダンネンベルク,ル チョウな

ど地方町の中心部はいずれも木組の美 し

い木骨構造の町家が並び,北 ドイッ特有

の都市景観を示 している。

　2.5万 分の1地 形図を たよりに円村の

見学に出かける。集落形態の分類は,家

屋の集合の状況によって集村,散 村に分

類することが多いが,・ドイッではマイツ

ェンなど多 くの学者によって幾何学的な

形態などを考慮 した詳細な分類が行われ

ている。 この中で集落の中央に円形の広

場をもつ円村(環 村)が,エ ルベ川流域

にみられることが指摘された。その後円

村の研究はクレンツリンら地理学者によ

って進められているが,こ の円村をぜひ

訪ねてみたかった。ルチョゥの西部には

円村が数多 く分布 しているが,時 間の関

係で町に最 も近い(2km),レ ーツェ村

を見学する。20mの 等高線が走るほと

んど平坦に近い田園地帯。オー ト麦,甜

菜畑が続き,乾 草を倉庫へ収納する風景

もみえる。円形の広場に立つと,妻 側を
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写真7　 円村 レー ツ ェ村 の 木 骨構 造 の 民 家

向けた木骨構造の農家が とりまいて いる。

木組 の数 が他 に比べて多 く,窓 が シンメ

トリックに配 置 して あり,壁 面を淡 い黄

色,緑 色などに彩色 してい る。広場はコ

ンク リー ト舗装 してあ り,農 道が2-3

本 放 射 している。 トラックターや車 も入

って くる。広場 に面す る家屋の背後は農

地 になっている。村人 も起源 については

知 らなか ったが,ス ラブ民族 の残 してい

った村落形態であ るとす る説 がある。

　 円村の一,典型をみ ることができたが,

単 なる訪問 に終 って残念 であ った。

　 低ザ クセン州の首都 ハ ノー ファーを経

て ビー レフェル トで支線 に乗 りかえる。

　 デ トモル トは北 ライン ・ウエス トファ

ー レン州 の北東部 に位置す る町。かつて

リッペ候の本拠地で あった。町の南側 に

2OOm前 後 の トイ トブルクの森(丘 陵)

が のびている。 ここに 「ウェス トファー

レン伝統 農村文化 野外博物館」が ある。

　 五つの屋敷(主 屋,付 属建物,生 活用

具類)が その移築 前の環 境に も配慮 しな

が ら地域別 に配 置 してあ る。現在 拡張工

事 中で完成時には80ha(現 在30　ha)に

な り,広 場を もつ村落を復元す る計画が

ある。解体 された資材 がセ ッ トにな って

幾 つ も山積み され,ト タ ン屋根を かぶせ

て保管 して いる。規模,内 容共 に充実 し

た野外博物館 がで きそ うである。

　 ボンでは,ボ ン大学 日本文化研究所所

長のJ.ク ライナー教 授(丁 度 民博 客員

教授 と して滞 日中)の 御配慮で,同 研究

所のE.パ ウアー氏 に 案 内役を して頂 い

た。パ ウアー氏は日本 の経済史を研究 し

ている俊英。経済史との関連で 日本の民

具類 に も深い関心を もっている。夫人 も

日本研究家で丁度滞 日中だ った。

　 ケル ンの 「ラウテンス トラウホ=ヨ ー

ス ト博物館」 は,旧 市 街の南 はず れにあ

る。石 造の建物で,1901年 開 館 し,戦 災

後1967年 再 開された とい う。まず アメ リ

カ展示,次 いで アフ リカ,オ セアニアを

みる。展示 品が豊富で,ア フ リカのベニ

ンの ものな どすば らしい。オセ アニアで

5Q5



はメ ラネシアが中心。ガ ラスケース,露

出展示 など多様だが,背 景の色調にも工

夫 が こらされ,全 体にモダ ンな展示 にな

っている。展示品 は概 して民族芸術的な

ものが多 く,生 活用具類 などが少ない。

これをパ ネル解説で少 しは補 って いる。

解説 は文字が小 さ く読 みづ らい。

　階上の イン ドネ シアの資料 は豊富で,

ス ラウェシの トラジ ャ,ス マ トラの トバ

・バ タ ック
,ニ アス島のもの。1930年 代

撮影の集落の写真 など貴重。階段 にスチ

ールパネルで日本 などの展示を している
。

　 この博物館 はケル ンの豪商 オイゲ ン ・

ラウテ ンス トラウホが義兄の探検家 ウィ

ルヘルム ・ヨース トの コレク ションを基
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礎に開館 した ものだが,現 在州が財政援

助を している。

　 特展は 「北東 ニューギニアの原始民族

芸術」で,パ プア ・ニ ョーギニアの ヒュ

ーオ ン半 島を中心 と した地 域の収集品
。

仮面や木彫 などが多 く,民 族芸術的な内

容であ った。

　有 名なケル ン大聖堂の隣…に ローマ時代

の遺跡が発見,発 掘 され,こ こに 「ロー

マ ・ゲ ルマン博物館」が移 っている。

　 ライ ン川を渡 り,郊 外のベル ギ ッシェ

・グ ラー ドバ ッハ
。町を出はずれ ると丘

陵地帯が続 く。緑に包まれた広壮 なパ ウ

アー夫人の実家で手 づ くりの昼食 を御馳

走 にな り,近 くの酪農家 を見学す る。木

　　　組の整 った住家 で,壁 の一部にス

レー ト石をはりつけている。経営

面積30haで33頭 の乳牛を飼う。

そのため家畜舎,飼 料や乾草,農

業機械を収納する建物が広いスペ

ースを占めている。

　 3kmほ ど離れた もう一つの農

家は,大 型酪農家で,新 旧のサイ

ロが目立つ。乳牛の糞尿の処理方

法,搾 乳法など機械化が進んでい

る。

　翌 日はパウアー氏の車で出発。

平坦なラインラントもアィフェル

地方に近づ くと地形も少 し起伏が

でてくる。

　ホステル村は60戸 よりなる集村。

木骨構造の家々,黒 味がかった木

組と白壁のコントラス トは絵画的

ともいえるほど美 しい。長屋門を

もち中庭を農機具小屋,納 屋,車

庫,住 家で囲んだ型が多い。酪農

家を訪ね,二 人の農夫か ら話を聞

く。乳牛22,仔 牛60余 頭を飼育し
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ている。1930年 代の乳牛舎 は煉瓦造り

(25×10m)で 少 し古びているが,当 時

はボンの農業協同組合のモデル乳牛舎だ

ったという。経営耕地60ha,半 分は牧

場 ・牧草地。他の畑で大麦,と うもろこ

し,小 麦などを栽培する。牧草生育の条

件としてはアイフェル山麓地方に比べて

雨量が少なく,良 好地とはいえないとの

こと。60戸 のうち11戸が農家,う ち10戸

が酪農経営である。他の多くは通勤的職

業に従事している。 この辺りは道路条件

もよく,ラ イン工業地帯の近郊農業地帯

だが,圃 場整備や相続の問題,農 業経営

の困難性など多くの問題をかかえている。

　主屋の古い部分は17世紀に建っており,

木骨構造で木組の間は柳の枝木を組み,

その上に土を塗 り,漆 喰で仕上げ七いる。

新 しい部分は煉瓦を用いている。

　全戸瓦屋根。第二次大戦が終らた当時

でも草葺は牛小屋二つだけだったという。

　パウアー氏の配慮でラインラントのア

イフェルに近い一農村を見学できたこと

は大きな収穫であった。

　 ライン地方の田舎町コンメルン背後の

丘陵地(300～340m)は 混交林に包まれ

ている。 この丘陵に75haの 広々とした

敷地をもつ 「ライン州野外博物館(州 立

民俗博物館)」 がある。

　 日曜日とて大変な人出。入場料は2'マ

ルク　(他の野外博物館もほぼ200円前後)。

　森の中にライン州内の地域別に42棟の

農家,風 車2,水 車1,村 の学校,墓 地

などを配置している。多くは木組のすば

らしい木骨構造で,中 庭のまわりに建物

を配 したフランケン型(中 部 ドイッ型)

に属するものである。この博物館は,現

在は州立だが1961年 開館当時はライン州

土地組合の経営であった。

　主要建物の屋内では生活用具類を農富

に並べ,パ ネルを使った解説もついてい

る。　　　　　　　　　　　　　 一

　織物,製 粉,車 大工,木 工品,木 靴造

りなどの実演 もある。館長は 「ヨーロッ

パの野外博物館ガイドブック」の著者A.

チリペ リウス氏である。

　1977年 に完成 した展示館には木彫,織

物,聖 像,陶 器類,絵 画などライン地方

の民俗文化が展示 してある。特展場では

「世界の庶民の人形展」子供達で賑って

いた。

　ボン大学は宮殿を利用 した風格ある学

舎。日本文化研究所は文学部に所属して

いる。研究室でパゥアー氏から種々日本

研究の現況を聞き,そ の研究の厚みに敬

服する。

　 下ライン州立博物館」は,ボ ン駅に近

い。近代的な建物で,外 観はオフィスの

ような感じ。ライン州の歴史や考古学資

料の展示が特色となっている。先史時代

から時代別に詳細な地図,復 元図などを

並べてあるのは大変参考になる。 ローマ

時代,中 世の展示スペースもかなり広い。

ネアンデルタール頭骨はこの博物館御自

慢のもの。全般によくまとまったモダン

な展示である。1階 には学習室が設けて

あり,子 供達が機織 りの実習をしたりし

ている。

　 「フランクフル ト民族学博物館」はマ

イン河畔,丁 度旧市街の対岸に位置して

いる。小じんまりした建物である。展示

場は1-2階 で,全 館南米のインディオ

・ヒバロ族(エ クア ドル～アマゾン源流

一アンデス)の 展示で,1977年 夏から78

年夏までが期間。売店には主要所蔵品の

エハガキと数種の特展の案内解説書が並

んでいる。ほぼ1年 ごとに展示を変える
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写真9　 フ ラ ンク フル ト民族 学 博物 館

との こと。展示場 は計12あ る。1階 エン

トランスホール にヒバ ロ族 の民家模型が

あ る。 ヒバロ族の概況σ狩猟 と農耕では

焼畑,マ ニオクのあ くぬ き作業,つ ぼ造

りなど。社会で は伝 統的な家長制家族構

造や村落 の現況。宗教,戦 い と祭 り等 々。

全般 に 「もの」 よりもカ ラー写真,絵 図

などが多 く,わ か りやす く解説 している。

2階 は ヒバ ロインデ ィオの青少年達が描

いた絵が興味をひ く。パ ネル解説が主 だ

が,ヒ バ ロの社会 と植民地化(開 拓)の

影響,ヒ バ 目社会 の現在直面 している諸

問題 などを提示 して いる。

　 ζの博物館 はベル リン ・ダー レム民族

学博物館やブ レーメ ンの海外博物館 など

とも提携 し情報交換を している。

　 ドイツ西南部の シュバル ツバル ト(黒

森)に は,巨 大な草屋根を もつ多層民家

があ り,わ が国の飛騨白川郷の合掌造 り

に匹敵す る もの と して知 られている。 こ

の シュバルツバル ト民家を長年 にわた っ

て詳細に 調査研究 してい るのは,H.チ

リ先生 である。その著書 は私の蔵書に も

あ り,以 前 か らぜひお会 い した く思 って

いた。今回 の渡欧で シュバル ツバル ト野

外博物館 に連絡 した ところ,チ リ先生 か

ら 「博物館 のあるグ ッタ ッハ は山の中で

不便だか ら,ま ず私 の住んでい るフライ

ブルクで会 いましょう」 との親切な手紙

を頂いた。

　 フランクフル トか らバーゼル行きの準

急行列車で出発,午 後4時 す ぎフライブ

ルクに着 く。

　駅 までチ リ先生が 出迎えて下 さる。 ホ

テルの予約 まで して も らい恐縮 する。先

生 のお宅は閑静な住宅街にあるアパ ー ト

で,書 斎 には シュバル ッバル トの民家模

型,民 家の絵 や写真が飾 ってあ り,10数

種 の シ湾バ ル ッバル ト地方の古 い時計 が

時を刻んで いる。合掌造 りなど 日本 の民

家写真を 囲んで 解説 した りする。「夕暮

れの フライブル クを案内 しよ う」 とのこ

とで町へ出かける。82才 の老先生 の行動

力 に感嘆す る。 旧市街には四つ の門と,
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その中央にマルク トプ ラッツがあ り,ゴ

シック式の大聖堂の尖塔 が夕陽 に映えて

い る。パ イプオルガ ンの荘麗 な響 き,ス

テン ドグラスの美 しさ。

　夕食後再度先生宅へ招かれる。明 日か

ら調査す る参考 にとスライ ド上映。1時

間半余 り,ワ イ ンを飲みつつ情熱を もっ

て解説される。長年の民家に対す る愛情

が にじみ出ている。先生は建築 出身 でフ

ライブル ク大学 の教授で あった。10時 各

種古時計の妙なるハ ーモニーに送 られて

ホテルへ戻 る。

　翌朝先生 自ら車 を運転 して グ ッタ ッハ

まで。120kmま で ス ピー ドを あげて走

られ る。曲 り くね った山道 を進み,グ ッ

タ ッハ の谷にお りる。 山頂近 くは森林,

斜 面は牧場 と牧草地 にな り,傾 斜面に特

有の大 屋根を もつ シュバル ッバル ト型の

民家が立 ってい る。民家 の背面を山の斜

面 にもたせ かけているので,こ こか ら乾

草や穀物 を屋根裏 に入れる。1階 は車小

屋,家 畜舎 とぶ どう酒倉。2階 が居住室

と納屋になる。3階 は大 きな屋根裏 にな

る。

　グ ッタ ッハ の町をす ぎ,や がて草葺 の

シュバル ッバル ト型民家がみえて くる。

「シ ュバルツバル ト野外博物館」は面積

1ha余 で,緩 斜面 に3棟 のシュバル ツバ

ル ト型民家 と穀倉などが あ り,水 車動力

による製材,製 粉,鍛 冶屋 などが集めて

ある。

　 山奥 とて4月 ～10月 の間 のみ オープン

しているが,1977年 は50万 人 の来館者が

あ ったという。 シュバル ツバ ル トは ドイ

ッ人 の 「ハ イマー ト」なのであろう。今

日も凄い人 出である。チ リ先生 はこの博

物 館の名誉館長で,館 外の レス トラ ンの

2階 に先生 を賛え る記念室がある。 この

博物 館づ くりに愛情を もって取 りくまれ

ただけに,各 建物の説明 も詳細 をきわ め

た。お陰で充実 した調査を進める ことが

で きた。今 回の渡欧で は多 くの人々の御

協力を得たが,特 にチ リ先生 とシュバ ル

ツバル ト民家の深 い結びつ きには感動 し

写真10　 シュバルッバル ト型民家(グ ッタッハ)
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写真11　 ポーデン湖の湖上集落復元(ド イツ先史野外博物館)

た。

　 ボーデ ン湖畔にある 「ドイツ先史野外

博物館」の湖上集落(復 元)を 見学 し,

リンダ ウ経 由で ミュンヘ ンに出る。

　 ミュンヘ ンは博物館,美 術館 の集 中 し

たバ イエル ンの古都。1971年 に は 「市立

博物館」,「ドイッ博物館」,「王宮博物館」,

「民族学博物館」な どをめ ぐったが,今

回 は ミュンヘ ンを基地に し,「 上バイエ

ル ン野外博 物館」 の調査 に集中 した。

　 ミュ ンヘ ンか ら列車で約1時 間,ム ル

ナウで下車。山々が迫 り,南 ドイツ農村

の牧歌的景観がひろがる。 コ ッヘル湖を

遠望 し,グ ロス ファイル村 か ら山道をか

な り登 る。 東 アル プス前 山の 緩 傾 斜 地

(標 高650～700m)に 野 外博物館 は位置

している。

　 3階 建 の展示館が入場 口。廊下 に上バ

イエル ン地方 の民家 間取 り,屋 敷配 置図,

民 家屋根型分布図などが展示 してある。

民家模型 もある。3階 は生 活用具類 を陳

列 してある。屋外は眺望 絶佳のス ロープ

で,15棟 の建物 が完成 し公開されて いる。

木片葺 き石 置 き屋根で,緩 勾配 の切妻型。

木造丸太(角 材が多 い)組 積 造 り(校 倉

式)が 多 く,ス イスやチロルの民家 に類

似 して いる。室 内の生活用具類 も木の香

り豊 かで ある。1971年 に開館 し,現 在増

設 中で,完 成時に は30haの 広 さになる

という。バ イエル ン州 には他に三つの小

野外博物館 がある。

　 ミュンヘ ンで は,バ イエル ン国立歌劇

場で開催 中の ミュ ンヘ ン ・オペ ラフェス

テ ィバルに出かけた。 この歌劇場 の総監

督でN響 名誉 指揮者 の サバ リッシュの

指揮で,ワ ーグナーの「ローエング リン」。

ザル ツブル クなどに比べて舞 台装 置 も観

客の服装 も保守的傾向が強か ったよ うに

思 う。

　 4.オ ー ス ト リア か ら ユ ー ゴ ス

　　　 ラ ビ ア北 部 の博 物 館 巡 検

　 ザル ツブル クは人 々々。世 界の観 光都

市 にな って しまった。1971年 の時 に比べ
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て人の多いごとみの目立つ。ザルッァッ

ハ川を渡り山麓との間の狭い旧市内の端

に 「カロリーノ・アウグステウム博物館」

がある。美術工芸,歴 史関係のものが主

で,1977年 出土の土器類なども展示 して

ある。この博物館に属する野外博物館が

南郊グロスウィヒマインに建設中。もう
一つ民俗学博物館をもっている。

　ザルツブルク城の山塊をまわって南へ

10kmの 山麓に,美 しい庭園をもつヘル

ブル ン離宮がある。 「ザルツブルク民俗

学博物館」は離宮背後の山腹にある。も

と修道院の建物を利用した小 じんまりし

た博物館。来客のたびに管理人が戸をあ

けて くれる。

　ザルツブルク州は殆んど東アルプス東

端の山地で占められ,山 間村が多 く,民

俗資料も数多く集められている。彩色さ

れた美 しい木箱,人 形,織 物,各 種民具,

民家模型と民家写真パネル。鬼の仮面な

ど。豊穣を祈願するペルピトの祭り(1

月)に 用いる2.m近 い各種のかぶりもの

が面白い。現在でもザルツブルク州のザ

ンク ト・ヨハンなど山間部で盛んに行わ

れている。3階 からの眺望は全 くすばら

しい。ヘルブルン離宮の庭で今夜演奏す

るバロック音楽の練習をしているのが聞

えて くる。

　ウィーンでは,ウ ィーン大学留学中の

知人山下一道夫妻の車で能率よく博物館

をめぐることができた。

　ウィーンの 「民族学博物館」はホフブ

ルク宮殿の一画にある。7年 ぶりの訪問

である。

　ラテンアメリカ,北 米,ア フリカ,オ

セァニア,ア ジアに大別され,40万 点と

いう膨大な民族資料を誇 っている。ハプ

スブルク家を軸とするオース ト墜アの歴

史 を反映 レてい るよ うで もある。前 回 に

比べて展示が少 し変 ってい る。ガ ラスケ

ースを主 とした伝統的展示法が主だが
,

ウ,イーン学 派の本拠地 にふ さわ しい充実

ぷ りであ る。オセアニア(特 にメラネシ

ア),ア フ リカ,ラ テ ンアメ リカ は貴重

な展示品が多い。ハ ワイの カメハ メハ王

朝を主 とした展示は特別展で,ホ ノルル

のビシ ョップ博物館 か らの出品 もある。

　 ウィー ン 「民俗学博物館」 はウィー ン

大学か ら西へ数ブ ロック,淡 い黄色の建

物。 オース トリア各州別の展示 と,イ タ

リア(旧 オース トリア南 チ ロル),南 ドイ

ッの もの も陳列 してい る。農具,ぶ どう

搾 りの道具,渋 い彩色の大 きな戸棚,そ

の他生 活用具類 がぎっ しり。ガ ラスケー

スのほか露出展示 も多い。

　 仮面,民 俗衣装 もよ く集めている。民

家 は この 博物館の 創設に も関係 の 深 い

M.バ バー ラン ト教授 らの労作。 チ ロル

と リンッ付近 の民家模型,家 屋内部 の部

分 展示 もある。各種分布図に よる解 説 も

親切だ。展示 スペー スは小 さいが,エ ー

ゲル ラン ト地方 の古民俗の夏季特別 展を

開催 していた。博物館中庭には道標 やユ

ニ ークな看板 など も集めてあ る。

　 本館出版 の論来集 も売店に並 べてあ り,

研 究活動 も着 々と進め られているよ うで

あ った。

　 ウィー ンで は,そ の他,「 低 オース ト

リア州立博物館」「ウ ィーン市立博物館」

を見学 したが,ウ ィー ン市 内には実 に多

くの博物館 が集 っている。

　 ウィー ンか らダニューブ川 を渡 り北上

す る。小 さな森が ところど ころにある緩

やかな丘 陵が続 く。 ドィッ中部に多か っ

た木組の美 しい民家 はな く,石 や煉瓦造

りの民家 が多 い。
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　小 麦,と うもろこ し畑にま じって,ぶ

どう畑 も多 い。 アスパル ンはウ ィー ンか

ら30km,街 道 に沿 った小さな町。城が

「低 オース トリア先史考古博 物館」 とな

っている。

　城の裏側 にある広い庭園は こん もりと

した木 立ちの静か な環境。そ こに先史時

代の復元家屋 などが11配 置 してある。風

雨を避 けるだげの原始的な シェルター。

マンモ ス狩猟時代 のテン ト,半 地下式 の

鉄器時代の家屋 など。古い時代のパ ン焼

窯が復元 してあ り,パ ネルに伝統 的なパ

ンの作 り方 が示 して ある。小学生 の団体

などが来る と,そ の窯を使 ってパ ンを焼

かせ,体 験学習がで きるように してある。

城 内の展示場 は1--2階 。 地史,人 類 の

起源 と発達 か ら旧石器,中 石器,新 石器,

鉄 器時代 まで時代 区分 してい る。主 と し

て大パ ネルは木 目のある板を用い,そ こ

に地図や絵図などがつ いてい るので落ち

着 いた特有のムー ドがある。実物のほか,

写 真パ ネル,レ プ リカ も多 く使 っている。

低オース トリア,オ ース トリア全土,ヨ

ー ロ ッパ全域の各種 分布 図 もよいが,解

説が詳 しす ぎるようである。先史時代の

時代別家屋 の特色 も参考になる し,先 に

訪れたボーデ ン湖畔の杭上家屋 の図 もあ

る。

　 この ような田園地帯 にユニークな博物

館があるのは全 くすば らしい事で ある。

　 隣 りの 「ワイ ン ラ ン ド博 物 館」 は,

1632年 に 建 った修道院の建物を利用 して

る。ぶ どう栽培 の歴史,ぶ どう酒醸造 に

関す る諸道具,生 活用具類,民 俗衣装,

村 の小学校 の教室,キ リス トの聖像 など

が展示 してある。 中庭 に各種の道標が集

めてあ った。アスパル ン地方の郷土博物

館で ある。
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　　「オース トリア野外博物館」はグラー

ッに近いステユービンクにある。駅から

やや南よりの谷あいに細長 くひろがって

いる。鉄道線路をくぐった谷口に博物館

オフィスがある。案内書やエハガキ類も

売 っている。子供連れや若い人達がとく

に多く,森 の中の小道は涼 しく心地よい。

この奥行きの深い谷あいにオース トリア

全土から移築 した43棟 の民家,そ の他教

会,水 車,製 材所,鍛 冶屋などの建物が

ある。低オース トリア,チ ロル,ケ ル ン

テン等々地域別に配置してある。閉庭型

の大きな農家は リンッ付近特有の型。最

奥部にブレゲンツやチロル地方の民家が

多 く,緩 勾配の切妻屋根に石がのり,谷

の斜面に立っている。階下は家畜舎,貯

蔵庫,2階 が居住部分 となっている。オ
ース トリアの代表的野外博物館である。

館長のべッテラー博士による解説書は充

実したものであった。

　 グラーツはオース トリア第二の都市。

「スタイアマルク州民俗 ・民族学博物館」

は城跡のある小山の麓,旧 市内にある。

　 展示場には農具類や糸車,木 箱,羊 毛

硫き,木 製背負具,チ ーズプレス,バ タ

ーつ くりの桶,ゆ りかご,照 明具など生

活用具類が豊富に陳列されている。スタ

イアマルク州の民家写真 と屋根型,屋 根

材料などの詳しい分布図が注目される。

民家の屋内の一部分(台 所や居間)を 移

築 したもの(部 分展示)が 三つあるが,

1971年 に訪れたインスブル ックの民俗博

物館の展示とよ ぐ似ている♂係官の好意

で別館の民俗衣装を歴史的に配列 した展

示を見学することができた。

　 グラーツ郊外のスタインツの城にある

「スタインツ農村博物館」も印象深い。丘

の上に立つ城館や,そ の付近の村々は実
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写真12　 ス タイ ン ツ農 村 博物 館 の案 内板

に美 しい。

　ス タイ ンッ地方の農具類がよ く集 めて

あ る。牛 の範,大 きな木桶,藁 細工,運

搬用ぶ どう酒樽,彩 色の こみい った戸棚,

タ ンス類。農具 などは必ず 「もの」を実

際 に使 っているパ ネル写真 とセ ッ トに し

て展示 しているので理解 しやす か った。

　 山下氏の車で グ ラーツか ら南下 してユ

ーゴヌラビアに入 り,地 方都市マ リボ ウ

を経て スロベニアの首都 リュブ リャーナ

に至 る。 この町の旧市 内はオース トリア

風 の建物が多 く,『かつてのハプスブルク

家 の支配下 にあ った当時 の名残 りを留め

ている。

　 「民族誌博物館」は都心部にあり,考

古歴史博物館と同じ建物の右側の一部を

占めている。民族誌といっても東欧の場

合,民 俗の場合が多 く,こ こもリュブ リ

ャーナを中心としたスロベニアの農村や

農業経営め歴史などの写真,パ ネル解説。

ぶどう酒樽やガラス製品が陳列されてい

る。2階 は兵士,農 民,大 学教授など職

業別の居 間の展示が あるが,移 築 でな く,

家 具類を並べ た簡素 な展示である。展示

資料 も少 な く,郷 土民俗博物館の小規 模

な もの といえ よう。

　 リュブ リャーナ市 内をぬ けると,と う

もろこし畑の多い農村地帯。小屋根をつ

けた牧草を干す棚が多 くな る。辻にキ リ

ス ト像の祠が立 っている。本道か らそれ

て山麓へ。す ば らしく印象的 な美 しい城

と古 い町並みがみえて くる。 シュコフ ィ

ア ・ロカである。急坂を登 り古城へ。 こ

こが 「シュコフィア ・ロカ博物館」 にな

り,背 後 の丘 の緑地の一部 が野外博物館

にな っている。

　馬鍬や黎など農具類。ぶどう譚樽 ぶ

どう搾り機など,ぶ どう関係の展示品。

背負籠や牛馬の輻,民 俗衣装などよく集

めている。写真パネルの解説もある。古

城に関する絵図もある。ζの城は16-7世

紀頃のものだが,町 はずっと古 く,谷 口

集落として発達 したらしい。現大統領チ

トーを中心とした第二次大戦関係の展示

ら13
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写真13リ ュ ブ リ ャ ー ナ 旧 市 街

にも一室を割いて いる。

　野外博物館は草葺農家(一 部木造組積

造 り)と 屋根つ き乾草棚,小 屋な どがある

が,手 入れが不充分 なのは残念であ った。

　鋭い稜線を もつ東 ア ル プ ス の 山 々,

1300m余 の 国境 の峠を 越 え,再 びオー

ス トリアに入 る。 マ リア ・ザールはクラ

ーゲ ンフル ト北郊にあ り
,丘 の上の古風

な教会 を とりま くように農家が集 ってい

る。 この村 はずれの緩やかなスロープの

森の中に 「マ リア ・ザール野外博物館」

が ある。 ここはケル ンテ ン州の民家 など

19棟 を集めてあ り,木 片葺(こ け ら葺)

の 農家が大半 を占める。屋内の大 きな炉

や 自在 鉤 も印象深い。グ ラーッ大学のモ

ーゼル教授の指導 によっているので,特

定地域の民家 の発達をあ とづけるのに役

立つ。

　 6.バ ー ゼ ル,ラ イ デ ン,ア ン

　　　 トワ ー プ

　 ゥィー ンか らバ ーゼル まで急行列車で

10時 間。ザル ッブルクか ら西 ドイッのm

一 ゼ ンハ イム経由でイ ンスブル ック
。ス

イス風の民家や窓辺の花 々が美 しい。チ

ロルの村 々は木造家屋,丸 太組積造 りの

木小屋な どの豊庫。教会 の建物だ けで も

バ ラエテ ィが あって面白い。 スイスに入

り,ア ル プスの物凄い摺 曲,鋭 峰,カ ー

ル,氷 河湖 などを眺めつつチュー リヒ着。

ここか らやや広 い谷や丘 陵状 の地形 にな

り,や がて ライ ンに沿 うバーゼルに到着。

　 バーゼル旧市 内,ゴ シ ック式の大聖堂

前の広場 で土 曜のみの市。マル ク トプラ

ッツの朝市 は野菜,果 物,草 花 と色ど り

豊かで,周 囲の町並み と調和 している。

　 「バーゼル民族学博物館 」は 自然史博

物館 と同一 の建物 にあ る。エ ン トランス

ホールの左手 が民族学博物館で,入 口に

トーテム ポールが立 っている。研究部門

も充実 してお り,海 外調査研究 も実施 し

ている。 民族学 関係の出版物 も数多 く,

売 店に も並べ ているが,ニ ューギニア関

係 の研究 報告など目につ く。展示 品 も優
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秀 なも のが多いのだが,運 悪 く民族 学博

物館だ け大増改築 中で休館であ った。ス

イスの民族学博物館はジ ュネー ブに もあ

るが,バ ーゼル はスイスで最 も充実 した

民族学博物館 にな るとの ことで あった6

　 隣接す る 「民俗学物物館」 は教会の広

場 に面 してい る。狭 いエ ン トランスホー

ルをぬけると展示場 だが,1階 は特展場

で製紙 関係 の展示。2階 は織物,民 俗衣

装う聖像 や年 中行事の民俗。アルプスな

どの 興景画類 の展示 もあ る。3階 は ヨー

ロ ッパ各地 の仮面。 スイス全域 か ら集 め

た農具類,生 活用具類な どを展示 して い

る。

　 バーゼルか らフ ライブル ク,カ ール ス

ルー エ,マ ンハイム,マ インツを経 て ラ

イ ン川に沿 う。特 にビンゲ ン　 　ボ ツパ

ル ド間は ライ ン峡谷 の美 しさを満喫 でき

る。列車は左岸 を走 る。上 り下 りの激 し

い貨物船や客船。古城,河 岸の村々,急

斜面のぶ どう畑など土地利用の巧みさ。

　 ジュッセル ドル フで は郊外の 「ミニ ・

ドーム」で民家模型をみる。ポンメルン,

ブランデンブルク地方など東 ドイッの民

家模型もあるが,実 物に接したあとだけ

に全 く迫力がなく,模 型もどこか玩具的

なところがあった。

　バーゲンは ジュッセル ドルフの東53

kmに 位置する商工業都市。「ウエス トフ

ァーレン伝統技術文化野外博物館」はハ

ーゲ ン駅から南へ約6km 。標高180～220

mの 谷地形を巧みに利用 し,溜 池を作

り水車を動かす。

　谷口か ら博物館入口まで500m余 の

樹々のうっ蒼と茂る遊歩道が実によい。

　鍛冶屋などを集めた金属工房。水力利

用の工房。・手工業村はグループ別に配置

し,小 町並を作っている。町の工房,農

村工業などを集めた伝統技術に関する野

外博物館で,製 粉,ロ ープ,パ ン,車大工,

製紙,伸 線,印 刷など各種作業風景をみ

せる。生きた博物館をめざしているよう

である。小博物館ともいえる展示館が三

つある。充実 した定期刊行物 もあり,ボ

写真14手 工業を集めた小町並み(ウ エス トファーレン伝統技術文化野外博物館)
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ン大学 のパ ウアー氏や アル ンヘムの野外

博物館長 も高 く評価 していた野外博物館

である。

　訪 ねた最初 の日が 日曜 日とて,館 内の

道路 は雑沓 を きわ めていた。近在 か ら来

た人達 が圧 倒的に多いが,ど この野外博

物館 もよく人 々が利用 してお り,閑 散 と

してい るところは殆ど なか った。

　 ジュ ッセル ドル フか らTEEベ ー・一トー

ヴェン号で アムステル ダ ムへ。 ここか ら

支線に乗 りかえる。低平な ポルダーを走

る。水 路 と牧場,列 状の村落。屋根の大

きなフ リース型系 の草葺民家 も残 ってい

る。温室群 と色 とりど りの花。50分 余 で

エ ンクハ イゼ ンに着 く。 ゾイデル海(ア

イセル湖)に 臨んだ古 い商港で,16-7世

紀 の町家が 多 く残 っている。港 にはヨ ッ

トや漁船が並び,運 河 に沿 ってオ ランダ

風物 の一つ,は ね橋 もある。

　 「ゾイデル海博物館」 は煉瓦造 りの町

家風 の建物。 ゾイデル海 を航行 した種々

の船(実 物)が 大展示場 を埋 めた のは圧

巻。その他木彫,木 靴,木 箱,木 製の権

などの展示もある。当博物館付属の野外

博物館は建設中で,1982年 開館予定 とい

う。現場へ行くと,入 口の所に,は ね橋

が作 られ,・埋立地に民家の移築が行われ

つつあった。

　 「ザーンダム ・シャンツ」(野 外博物

館)は,ア ムステルダムの次駅ザーンダ

ムの郊外にある6'入江に臨み,低 湿地の

かなり広い部分を占めている。木造家屋

を緑色に塗 り,窓 枠や建物のふちを白疲

ンキで塗 りあげた玩具のようなオランダ

風民家が多い。風車は大型が3基 小型

が2基 ある。運河が多く,は ね橋の小型

のものもある。木靴の製造過程をみせて

即売するみやげ物店,レ ス トランも揃 っ

ている。民家の中にオランダの民俗衣装

と時計のコレクションを展示する小博物

館がある。

　オランダの風車や古い民家も少なくな

って行 くので,保 存 し,観 光産業 として

活用 しているのである。

写 真15「 ザ ー ンダ ム ・シ ャ ンッ」 の オ ランダ 民家
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写真16運 河にのぞむ国立民族学博物館(ラ イデ ン)

　 ライデ ンには11の 博 物館があ り,駅 前

にも博物館案内の看板が立 っている。全

く博物館の町といって よい。

　 「国立 民族学博物館」 は駅に近 く,運

河 に沿 った優 れた環境 にあ る。 この博物

館の源流 は1813年 の中国関係 資料の収集

展示 にあ り,1837年 シー ボル トの収集 し

た 日本の資料 の公開 と結びついて民族学

博物館 と しての姿 を整え はじめる。1933

年 旧大学病院の建物 を入手 し,1937年,

現 在の形で開館された。

　 1階 の一部 と2階 の大部分が展示場で,

30万 点 の収蔵品の うち2万 点余 が展示 さ

れている。入場料1。5ギ ルダ(150円)。

エン トランスホールに売店があ り,ガ イ

ドブ ック,エ ハガキ,ス ライ ド,民 族学

関係の図書な どを並べている。英文のガ

イ ドブ ックは62年 版のままだが,大 陸別

民族誌 や詳 しい列品解説 があり,充 実 し

てい る。 まず2階 へ。西側 は南北 アメ リ

カ,ア フ リカ。ガ ラスケースを用いたオ

ーソ ドックスな展示が 多い
。 特 別 展 は

「中国文化」で,別 料金(75円)が 必要。

　 中国の住宅の内部(部 分)展 示 はかな

り大型の もの。パ ネルで農家の間取 りな

ども示 してある。書画 も多い。ス ライ ド

による中国の紹介は約ユ5分間,現 代 中国

の諸相をみせる。東側 はイン ド,中 国,

日本,韓 国,イ ン ドネシアの一部 などア

ジア地域 とオセアニア。

　 日本関係 は シーボル トコレクションな

どに優秀な ものが多い。展示場に出てい

るのはその一部だが陶器,蒔 絵,屏 風,

能 面 など美術工芸品が多 く,庶 民の生 活

用具 などは少ない。特製の木づ くりの壁

面 を もつ展示室には五体の仏像が安置 さ

れて いるが,淡 い照明で東洋 ムー ドを演

出 して いる。当館御 自慢の展示で,ヨ ー

ロッパの人達に はとりわけ興味をそそ る

ものであろ う。オセアニアの展示 も充実

しているが,1階 展示場 の大半 と2階 の

一部にわた るイ ンドネ シア(ジ ャワ
,ス

マ トラ,ス ラウェシ,イ リア ン ・ジャヤ,

カ リマ ンタ ンなど)の 展示 品は本館の一
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大特色。これ らの地域は旧オランダ植民

地であり,当 時大量に集めたものである。

過去のことではあるが,ヨ ーロッパの民

族学博物館の場合,特 に植民地支配時代

の歴史の反映が著 しいように思う。

　「ロッテルダム地理挙 ・民族挙博物館」

はマース川に臨む4階 建の建物の中にあ

る。標示 も地味で,よ ほど注意 しないと

見過してしまう。入場無料。1階 はオフ

ィスと売店。2階 一一・4階が各3室 程度の

小さくまとまった展示場となっている。

非西欧世界の多様な民族資料を展示する

常設展示のほか,第 三世界に関する特展

もある。図書室の公開や映画上映も行っ'

ており,学 校教育との結びつきも密接で

ある。フィリピンの民族音楽に関する展

示は特展にあたるもので,竹 で造った高

床式の小屋に楽器を陳列したり,写 真パ

ネルを用いた解説 も多い。中国の書道に

関する展示場では,墨 をすって実習でき

るようにしている。

　 3階 は船の展示が主でiま ず台湾ヤミ

族の漁船が目につく。オセアニアの船 も

多 く,実 物と模型がある。}室 は南アフ

リカ共和国に関する展示だが,南 アフ リ

カ共和国の人種,民 族分布図や新聞記事

など写真と図による解説が主で,他 の展

示場とは異質。南アフリカ共和国ではオ

ランダ系ボーア人が最 も強く人種差別を

しているといわれ るだけに関心をもった

が,オ ランダ語の解説のみで充分主張が

つかめず残念であった。

　圧巻はイリアン ・ジャヤのアスマ ット

の各種の神像,仮 面,楯 などの展示であ

る。大神像は空間の広い階段の踊 り場を

利用している。

　 ワニや亀を形どったもの,擢 類等々。

大半露出展示 してあるので,そ の迫力に
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圧倒されて しまう。イ リァン・ジャヤは

旧オランダ領だけに資料の蓄積があり,

その上に戦後の新 しい収集品を加えてい

る。他にもアフリカや日本をはじめ各地

のものを収蔵 しているが,2階 の一部は

改築中であり,全 般的には展示されてい

るものは少なかった。

　長途の旅からブ リュッセルに戻 り,友

人宅を基地にしてベルギー各地をまわる。

　アン トワープ(ア ンベルス)中 央駅は

石造の堂々たる建物。インフォメーショ

ンで博物館案内の冊子をもらう。非常に

詳 しく便利なものである。アントワープ

はスケルデ川に沿う河港都市。市庁舎や

ギル ドハゥスの並ぶ広場を通り,裏 側の

通 りに出る。急勾配の階段状切妻屋根を

もつ町家風の建物が 「民俗学博物館」で

ある。英文の案内書 もある。民族学博物

館 も近 くにあるが,休 館中なので,仏 像

などガラスケースに収まって本館で展示

している。

　民俗学博物館は1958年 に公開されたが,

資料の収集などは50年 の歴史がある。

　 1階 はアントワープの歴史を示す古図

など。2階 は農具類や牛馬の範など。キ

リス ト教関係のもの。民間医薬,薬 屋の

展示。3階 はフレミッシュ民俗芸術で絵

画が中心。4階 は閉鎖中だったが,民 俗

衣装の展示や人形劇場がある。全体にガ

ラスケースに小 じんまりと収まり,一一種

の美術館,民 芸館的な傾向が強いようで

あった。

　ガン(ゲ ント)は,フ ランダースの毛

織物の町として古い伝統をもっている。

セントミカエル大寺院や石畳みの道,ギ

ル ドハウスの家並みが運河に影をおとす。

古い町並みブームで観光客がやたらと多

い。



杉本　 ヨーロ》パの民俗学 ・民 族学博物館

　 「ガ ン民俗博物館」 は,運 河 に沿 った

もと少年養護院だ った14世 紀中頃の古風

な建物を活用 している。

　東 フ ランダ ース王立民俗学協会などに

よ って1931年 基 礎がつ くられ,1962年 に

現在 の建物 に移 った。展示の主要部分 は

1900年 頃 のガ ンの町の人 々の生活再 現で,

町 の工房や店屋を復元 して いる。

　 食料品店,桶 屋,靴 屋,木 靴製造,婦

人帽子仕立屋,パ イプ と煙草屋,印 刷屋,

パ ン屋,薬 屋,菓 子屋,理 髪店,機 織 り,

ハ ンダづ け工房,レ ース編み,等 々。デ

ンマークのオー フスにある 「古 い町」野

外博物館の屋内版である。 マ リオネ ッ ト

も古 い歴史があ り,週2回 公演 している。

ガ ンの町の風景画展 もある。親切なガイ

ドもいる。 まず フレミッシュ語,つ いで

フ ランス語(ワ ロー ン方 言),英 語の順で

解 説す る。

　 石 畳みの中庭の3方 を博物館 の建物が

囲んでお り,古 い町並み と一体 とな った

博物館である。

　 「ボク リーク野外博物館」　 ベルギー

東部 リンブル ク州 の地方町ハ ッセル トの

郊外 にあ る。 こん もりした森,広 々と し

た駐車場。

　 ラエネン館長は若 々 しい活動的な感 じ

の人。民家を利 用 した レス トランで,粥

に甘味を加えた ような リンブルク地方 の

リスパ ップを御馳走になる。1953年 に 開

館 して今年 は25周 年記念 に当 り,屋 内展

示 場で,こ の博物館の歴史 を写真と図で

解 説 して いる。 ベルギー,フ レミッシュ

　(フ ラマ ン)語 地域の民家 などを集めた

もので,現 在 町家 を復元中である。民家

は全般的に広土間 と炉,奥 の部屋,家 畜

舎が一棟に集 った ものが多 く,北 ドィッ

の低ザ クセ ン型やフ リース型 と類似 して

いる。

　建物は全部もとの村落から移築 したも

のではないが,集 落形態 と原景観の再現

を重要視 している。青少年教育にも力を

入れているし,各 種伝統工芸の実演 も手

がけている。

　 「ベルギー全域の建物を集めているの

か」との質問には,か なり強 い調子で

「ここはフレミッシュのものだけ」 と答

えられた。南のワローン語地域との対抗

意識の表われであろう。館長の車で広い

館内を一巡 し,主 要建物について種々助

言を頂きつつ調査を進めることができた。

7.イ ギ リスの諸博 物館

　友人 が物価の安い ロン ドンへ買物 に出

か ける とて,車 に便乗 させて もらう。早

朝 ブ リュッセルを 出て快速で とば し,フ

ランスの カレーに至 り,フ ェ リーで静 か

な ドーバー海 峡を渡 る。友人の子供達 に

つ きあ って ミニ鉄道ハ イスー ダそムチ

ャーチ間を試乗 した り,ロ ンドンの 「科

学博物館」 と 「自然史博物館」を見学 す

る。 ロン ドン滞在中 に,「 ロ ン ドン大学

アジア・ア フ リカ研究所」,「大英博物館」,

「人類博物館」な どを再訪 した。

　 「大英博物館民族誌分館」(「人類博物

館」)は 都心部の地下鉄 ピカデ リー・サ ー

カス駅 に近いバー リン トンハ ウスにある。

1970年 開設,80万 点 に近 い巨大 な民族資

料を持 っている。1971年 の訪 問時 にはパ

レスチナの織物,ジ ャワのガ メラン楽器,

諸 民族の木偶などが中心展示だ ったが,

今 回は全 く変 っている。

　 収蔵資料が豊富だか ら,ほ ぼ半年 ごと

に展示替えを しているという。

　 「ブ リガ リアの民俗芸術」「ソロモン諸

島の民族文化」「ブ ラジル ・イ ンデ ィオ」
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の展示が中心で あった。大英博物館本館

に比べて露 出展示 もあ り,写 真 や各種の

図を用 いた解説 もよ くま とま って いる。

　 ロン ドンをは じめ ヨー ロッパ の主要都

市で多 くの 日本人をみかけるが,私 の訪

れた民族学博物館や野外博物館で は殆 ど

日本人をみかけることはなか った。

　 「ウェール ズ民俗博物館」 は再訪 にな

る。 ロン ドンのパデ ィン トン駅 か ら英国

国鉄 御 自慢のHSTに 乗 る。 時 速150

kmく らい は出る。 レディング,ス ウ ィ

ン ドンを経 て2時 間10分 で ウェ　一一ル ズの

重工業都市 カージフに着 く。駅 か ら西へ

6.5kmの 丘 陵地 に セ ン トファガ ンス城

と庭 園があ り,そ の背後の森 のひろが る

敷地が野外 博物館で ある。

　管理棟 とモダ ンな2階 建の展示館 も完

成 してい る。1946年 に開館 した国立 の博

物館 である。館長 はオース トリア野外 博

物館へ 出 張 中 の た め,物 質文化部門の

E.ウ ィ リアム氏 が種 々便宜 を は か って

くれる。研究部門は,物 質文化,建 築,

方言 ・伝承の3部 門があ り,合 計15名 。

概究活動 は活発 で,特 に方言 ・伝承 部門

では実地調査 も盛んに行われ,各 種の報

告書 も出版 されている。

　 展示館 はウェールズの民俗資料が よく

整理 されて いる。物質文化 コーナーでは,

木 箱,バ ターづ くりの桶,チ ーズ プレス,

若者 が恋人 に贈 った手 づ くりの ラブスプ

ーン
,織 物,楽 器 な ど。民俗衣装の コー

ナー もよい。

　 農業 関係 のコーナーでは,黎 や馬鍬や

各種農具が,写 真パ ネルなど も用 いて新

旧変化のプ ロセ スが よくわかるよ うに展

示 している。荷馬車な ども素朴だ が数種

類陳列されてい る。

　 野外博物館 は,ウ ェールズ各地の民家
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や教会,水 車,税 関の建物,漁 夫小屋,

闘鶏場,里 程標石,ジ プシーの家馬車,

豚小屋と石積みのフェンスなどが集めら

れ,前 回の訪問時に比べて数棟増設され

ている。丁度,1棟,石 積の壁で,骨 組

みは大 きな柏の木を使った移築中の民家

があった。展示館の大部分や野外博物館

ではウェールズの一般庶民の生活にふれ

ることができる。

　すばらしくよく手入れされた美 しい庭

園をめぐってセントファガンス城に入る。

この城は16世紀に建て られたエ リザベス

朝様式の城で,1階 は台所,ホ ール,応

接室,2階 は寝室,図 書室,居 間か らな

る。陶器,絵 画,食 器類,家 具類なども

数多 くあり,こ こでは貴族の生活をみる

ことができる。1階 の応接室の一部を使

って,ハ ンガ リーのブタペス ト民族誌博

物館所蔵の 「ハ ンガ リー農村のパ ンづく

り」に関する特展を開催中であった。

　城に隣接 して,技 術保存コーナーとも

いえる木工細工(ろ くろ)と 樽づくりの

作業場がある。

　 この館の解説がすべてウェールズ語 と

英語で示 してあるのも大きな特色である。

　 レディングはvン ドンの西58kmに

ある工業都市で,パ ディントンか ら急行

で30分。

　 「イギリス農村生活博物館」は広々と

したキャンパスがひろがるレデ ィング大

学の構内にある。現在農業史研究所の付

属博物館となっている。

　平屋の簡素な建物で,こ れに研究所や

図書室などがある低いプレハブの建物が

接続している。ここはイギ リスの農業の

歴史を主軸にした博物館で,農 村生活の

広い範囲にわたって資料を集めている。

耕作,収 穫用の農具をはじめ鍛冶屋,蜜
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写真17「 イギ リス農村生活博物館」(レディング大学構内)

蜂飼育用の道具,バ ターづ くりの桶,家

畜の輻や各種の鈴,焼 印,籠 類,糸 車,

自在鉤等々,コ ンパク トにまとめて幾つ

かのグループを作 って陳列 してある。

　屋根葺関係の道具類も実によ く集めて

あり,各 々道具を使用 している屋根葺作

業の工程を写真パネルで示 している。

　笙や鈷,漁 網など漁業関係の資料 もま

とまっている。収蔵庫のような感じの広

いフロアには,荷 馬車と黎類がずらりと

並んでいる。

　全般にやや 「もの」が過密に展示され

ているが,こ れによって比較が可能だし,

農村生活の姿を生々しく感じることがで

きる。

　図書室には農業に関する文献や諸記録

も相当蓄積されているし,農 業関係の写

真コレクションも優秀で,例 えば北デボ

ン地方の1914年 頃の蹄鉄うち風景,1900

年の草葺屋根石造民家のように古い農村

生活の姿を一部エハガキにもしている。

　小規模で地味だが,よ くまとまった研

究博物館的な性格の強い,す ばらしい博

物館である。

　ケンブ リッジでは,ケ ンブ リッジ大学

に客員研究員として滞在中の桃山学院大

学の安元稔氏のお世話で,博 物館や農村

を見学することができた。

　夏の大学都市は若者の旅行者で賑わっ

ている。大学は多 くの学部や研究所に分

かれている。

　 「ケンブリッジ大学付属考古学 ・民族

学博物館」 も古色蒼然たる建物の一画に

ある。中庭に入ると目立たないが,博 物

館の標示板がでている。研究室に隣接 し

て展示場があり,陳 列ケースがぎっしり

並んでいる。収蔵庫のような感 じである。

開館時間は午後2時 ～4時 と短 く,い か

にも大学付属博物館 らしい。

　収蔵総数は数10万 点で,考 古学資料が

多いが,民 族学関係も45%を 占めている。

中南米,ア フリカ,ア ジア,オ セアニア

等 々全世界にわたっているが,A.　 C.バ

ッドン学術調査隊 や,J.ク ックの収集
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品などオセ アニア関係の民族資料

が最 も充実 してい る。

　天 井まで吹 きぬ けの所にハイダ

族 の トーテムポールが立 っている。

　 オセアニアは,殆 どバ ッドン ・

コレク ションで,ニ ューギニアの

仮面や神像 も数多 いが,19世 紀 末

に実施 した トレス海峡諸島の調査

による収集 品はすば らしい。展示

されている ものだ けで も4つ の陳

列翻につめ こまれ,ケ ースの上に

も小型ケースを積 み上 げてい る。

　 1975年 以 降,関 西大学の藪内芳

彦教授 や関西学 院大学の大島嚢二

教授 らと トレス海峡諸島の共同調

査を続 けているが,現 在殆 ど見 る

ことので きない仮面,木 偶,槍,

呪 術の石,捻 り木,羽 根つ き頭飾

りなど貴重な資料 が並 んで いる。

特 にマ リー島,マ ビオグ島の もの

が多い。 これ らはバ ッ ドン隊の学

術調査報告に記載 されているもの

が大半を 占め る。

薫

薯

§

・

写真18バ ッドン・コレクジョン[ト レス海峡諸島]

　 　 (ケンブリッジ大学付属考古学 ・民族学博物館)

　ニューカレドニア,ト ンガ,サ モアの

ものも多 く,カ ヌーが数隻天井から吊っ

てある。

　大学研究室の長年の資料の蓄積の巨大

さに感服する。この博物館は研究室収蔵

庫を一般に公開 しているといった感じが

強い。

　 「ケンブリッジ民俗博物館」は,ケ ン

ブ リッジの町はずれに近い街道沿いの町

家を利用している。農村生活や中世から

20世紀初頭に至る庶民の歴史を展示 して

いる。

　1936年 に開館 し,数 回展示場の増築を

している。展示品はケンブリッジの周辺

や低湿地フェンランドから収集 したもの

尊
慧

である。

　エントランスは町の店屋風で事務所兼

売店。各部屋を展示室にしているので扉

を一つずつ開けて入る。屋根葺,煉 瓦工,

靴屋,馬 具,籠 作 りなど職業別の展示。

　古い手づ くりの煉瓦や17世紀の屋根瓦

など地方の建築材料。媛炉と自在鉤,料

理用の道具,食 器類。糸車,亜 麻織物,

長いテーブルに各種の秤。玩具のコレク

ションもある。農村生活では,バ ターつ

くりの木桶や大鎌,羊 の鈴,摯,狐 やも

ぐらの罠類等。低湿地 フェンランドの泥

炭掘 りやスゲ刈 りの道具。鰻や魚をとる

ヤス,笙 など地方色豊かな民俗資料があ

ふれている。
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　 この博物館はハーフチンバ
ーの木組の美 しい町家で

,展

示室にも木組がみえて独特の

雰囲気があった。3階 の展示

室は天井裏部屋にあたるとこ

ろであった。

　車でケンブリッジから東へ

向う。緩やかな起伏,松 林が

多いが,一 種の耕地防風林の

役を果たしている。小麦,大

麦,甜 菜,豆 類の畑。麦の収

穫にコンバインが活動 してい

る。

　ニューマーケットの町から

少 し南東へ出はずれたス トラ

ディシャル村辺 り,草 葺半寄

棟や切妻 の民 家が残ってい

る。窓ぎわの屋根の切 りかた

が造形的に面白い。壁の色も

家々で特色がある。近 くで草

葺屋根の葺替え作業を してい

る。梯子を10カ所にかけ,赤地

に白で「Dabies　 THA　TCHER　 B。xford

210498」 と書 いた 看板 を出 して一人で作

業 して いる。葺替えには約2週 間かか る

とい う。丁度棟近い部分の仕上 げをして

いた。材料 はノー フォーク産の葦 で,最

大80年 位 は耐久力がある らしい。低湿地

に近 く,葦 が多い ことも草葺(葦)民 家が

比較的残 ってい る要因であろ う。

　 ラベナムはサ フォーク州 の地方町。街

道 に沿 ってハ ーフチ ンバーで縦 の木組が

す ば らしく印象的な町家が並 んでいる。

サフ ォーク州保存協会 発行 の 「ラベナ ム

め ぐり」 には詳 しい町の地 図 と古 い建物

が リス トア ップされている。

　 マーケ ッ ト広場に面 して16世 紀 に建 っ

たギル ドホールがあ り,地 方史 の博物館

写真19ケ ンブリッジ民俗博物館の展示

になっている。古びた織 り元の家 もハー

フチ ンバ ー。 ホテル も町家をその まま利

用 した ものがある。

　 よ く保存 された美 しい町並み は,そ の

まま生 きた野外博物館 にな ってい るよ う

で ある。

　 その他 イギ リスでは,イ ング ラン ド南

部 サセ ックス州 の 「シングル トン野外 博

物館」や,バ ー ミンガム南郊の 「エイボ

ンクロフ ト野外博物館」を調査す ること

がで きた。

　 マ ン島にあるケル ト村落 を復元 した イ

ギ リスで最 も古い野外博物館を は じめ訪

ねた い博物館 は数多 く残 ってい る。 ヨー

ロッパ全域か らみると,特 に東 ヨー ロ ッ

パ につ いて は殆ど未調査で ある。 これ ら
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は今後の機会に譲 り,ロ ン ドンか ら帰 国

の途 についたのであ った。
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